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　　　　　２００４年度春学期

情報処理超入門（安井　基）

　　　　　　　　　　　　　　　火曜３限　　　２単位

１．課題と目標/授業の手法など
今世界では情報技術など情報に関する発展が著しく進んでいる。その流れに対応するにはただ単に情報処理能力をつければ良いということではない。情報技術のさらなる発展または、安心して情報技術を利用することを望むならば、モラルや情報に関する常識または対策などをわきまえなければならないのだ。この点を注意しなければ、突然大切なデータを失ったり、莫大な賠償金を払わせられるといった状況に陥る可能性も生じる。この講義は、情報技術のモラル面をはじめの５回を使い、残りを実習に当てる。　この授業は理解を深めるために簡単な宿題を多くする。

２．教材・参考文献
　　教科書は特に使用しない。　必要な文献はそのつど指示する。

３．授業計画
　　第１回　授業の説明

　　　特に授業はやらない、授業の意義や流れを説明する。

　　第２回　情報機器の無限の可能性

　　　モバイルマネーの魅力、遠隔ネットワーク、等将来の無限の可能性について熱血的に講義する。なお受講生の想像している未来の機器を発表してもらう。

　　第３回　情報時代の問題（１）

　　　メール依存症、VDT作業の問題、ウイルスの脅威、対策などについて講義する。

第４回　情報時代の問題（２）

　　　情報の歪み、有害情報の流出、情報の変化などについて講義する。

　　第５回　情報に関するモラル

　　　メールの配信に関するモラル、ネット上のモラル、などについて講義する。

第６回　著作権など法律関係

　　　著作権、不正アクセス禁止法などについて講義する。

　　第７回　実習導入（１）

　　　ログイン、ログアウト、保存の仕方、トラブル処理などの必要最小限なことを行う。

　　第８回　実習導入（２）

　　　UNIXの使い方をより深く実習する。メールなど。

　　第９回　Windows実習

　　　Word、Excelの実習、特にExcelを重点的に行う。

第１０回　ホームページ実習（１）

　　　ホームページの構築する。

　　第１１回　ホームページ実習（２）

　　　第１０回のHPをさらに発展させる。きれいに見せるテクニックを学ぶ。

　　第１２回　まとめ講義

　　　今後の勉強の進め方、今までの復習。出席必須。

　　第１３回　　試験

４．提出課題・試験・成績評価の方法など

　　　　　宿題、試験、出席で総合評価する。

５．履修上の注意・その他

　　　　　やる気をもって取り組むこと。出席態度を重視する。

６．前提となる知識（科目名等）

　　　　　なし

７．履修制限（希望人数および制限方法）

　　　　　なし

８．同一科目

　　　　なし

